平成１８年６月１５日

全体会、運営委員会等の役員の「会議」における職務及び選出方法についての一考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運営委員　植木俊康
今後の「市民会議」が効率よく目標に向かって活動する為に組織上役員の設置、選任が必要となるが、活動がスムーズに進行するにはその役員が自分の立場をよく心得、職務を全うするよう努めて頂くことが重要である。以下に各主要役員の「会議」における任務及び選出方法について概括的に述べてみます(私見)。
１)全体会

   　代表(副代表を含む)は会議の総括責任者であって議長として議案説明、議事進行を担う。但し議案説明及び質疑応答に於いては内容により運営委員会委員長、全体会の策定作業部会長、策定支援作業部会長に対応を委ね得る。

　　　「選出方法」：策定作業部会及び策定支援部会の分科会リーダー以上全員による無記名投票で高得票者から代表、副代表に任命。又は副代表は全体会会員の地区を３～４分割し各地区から１名を選出　　　　　　　　但し、この方法では数ヵ月後の選出が懸念されるので活動面でタイムラグによる支障がおきる可能性がある為当面は運営委員会で無記名投票により仮正副代表を選出の上全体会で決議を行う。

２)運営委員会

　　　委員長(副委員長を含む)は委員会の総括責任者であって議長として総体的案件について説明、議事進行を担う。

　　　各グループから提案された議題は各グループ長が議案説明、質疑応答の任を担う。

　　　「選出方法」：運営委員全員による無記名投票で高得票者から委員長、副委員長に任命。グループ長は互選。
３)全体会の策定作業部会、策定支援作業部会

　　　部会長は部会の総括責任者であって議長として全体会に提議する内容の纏め及び各分科会間の調整を図る
　　　「選出方法」：分科会リーダーで互選。　

４)分科会

　　　分科会リーダーは分科会の総括責任者であって議長として具体的活動、作業について方針の提示及び課題(条項など)の内容検討をリードし纏める任を担う。
　　　「選出方法」：分科会メンバーで互選。　　　　　　　　　　　　　　　以上
